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広
報
く
ま
の
は
１
部
28円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。
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野
第
四
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学
校
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年
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亀
本
　
楓
さ
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町の人口と世帯数 
平成18年10月31日 

（前年同月比較） 

ミニギャラリー 

「熊野町の火災と救急」についてはP17の欄外へ掲載しています。 

人口：25,906人　（－121） 
　男：12,583人　（－ 65） 
　女：13,323人　（－ 56） 
世帯数：10,132世帯（＋ 75） 

熊
野
第
四
小
学
校
　
１
年
　
和
田
　
楓
也 

冬
、
落
葉
し
た
山
で
美
し
い

緑
色
の
繭
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
夏
や
秋
に
は
、
木 

々
の
葉
の
中
で
保
護
色
と
な
っ

て
見
え
に
く
い
の
で
し
ょ
う
。 

穀
類
や
塩
な
ど
を
入
れ
た
叺

の
よ
う
な
変
わ
っ
た
形
な
の
で
、

す
ぐ
に
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
繭
と
分

か
り
ま
す
。
冬
は
抜
け
殻
に
な

っ
て
い
ま
す
。
枝
先
に
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
る
の
で
、
吊
り
叺
、 

山
叺
な
ど
と
言
い
ま
す
。
上
部

に
は
羽
化
す
る
た
め
の
出
口
が
、

下
部
に
は
入
っ
た
雨
水
を
出
す

小
さ
な
穴
が
開
い
て
い
ま
す
。 

成
虫
は
年
一
回
、
10 

〜
11 

月

に
羽
化
し
ま
す
。
は
ね
を
開
く

と
８
〜
10
㎝
位
あ
り
ま
す
。
雄

は
黄
褐
色
か
橙
褐
色
、
雌
は
黄

色
で
、
と
も
に
褐
色
の
模
様
が

あ
り
ま
す
。
４
枚
の
は
ね
に
一

つ
ず
つ
半
透
明
の
大
き
な
円
い

紋
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
雄

の
前
ば
ね
の
先
は
外
側
に
突
き

出
て
い
て
、
雌
よ
り
細
長
い
形

で
す
。
雌
は
交
尾
の
後
、
繭
や

近
く
の
木
の
枝
に
産
卵
し
ま
す
。 

卵
の
状
態
で
越
冬
し
、
春
に

孵
化
し
た
幼
虫
は
、
ク
リ
、
コ

ナ
ラ
、
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
色
々
な

木
の
葉
を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。

ず
ん
ぐ
り
し
て
毛
は
な
く
、
背

面
は
黄
緑
色
、
腹
面
は
暗
緑
色

で
す
。
胸
部
の
背
に
一
対
の
短

い
突
起
が
あ
り
ま
す
。
幼
虫
に

触
る
と
、
頭
を
持
ち
上
げ
キ
ー

キ
ー
と
音
を
出
す
そ
う
で
す
。

６
〜
７
月
に
繭
を
つ
く
り
、
中

で
蛹
に
な
り
ま
す
。 

本
州
、
四
国
、
九
州
の
平
地

か
ら
山
地
に
広
く
分
布
し
て
い

て
、
熊
野
で
も
よ
く
見
ま
す
。 

【
写
真
・
文
】 

緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子 

熊
野
第
四
小
学
校
　
４
年
　
小
玉
　
海
地 
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【
評
】｢

左
右｣

を｢

△
▽｣

に
な
る
よ
う
に
書
き
順
に

気
を
つ
け
て
、
一
画
目
を

打
ち
こ
ん
で
い
ま
す
。
止

め
も
て
い
ね
い
に
書
い
て

い
ま
す
。 

【
評
】入
学
し
て
か
ら
、

友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
友
だ
ち
と
、
ひ
ま

わ
り
の
国
で
楽
し
く
遊
ん

だ
こ
と
が
、
の
び
の
び
と

か
け
ま
し
た
。 

ウスタビガ 
（ヤママユガ科） 

（ 2 0 7）  
ま
ゆ 

か
ま
す 
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